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「核兵器反対なら原発反対は当然」－今回テーマの意義－ 

 

 私たちは毎回口頭弁論期日ごとにテーマを決めて取り組みを行っています。 

 今回は８月７日の口頭弁論期日ということもあって「核兵器反対なら原発反対は当

然」というテーマで取り組みをすることにしました。 

 １９４５年８月６日、広島に原爆が投下された後、

４５年９月、マンハッタン計画の陸軍側最高責任者レ

スリー・グローブズは、アラモゴード砂漠の原爆実験

場に全米から選抜したジャーナリスト３０名を集め、

「実験場に残留放射能はない」との声明を出しました。

ほぼ同時期に広島を訪れた、グローブズの右腕、トー

マス・ファレル准将は記者会見を開き、「広島には放

射能はない。死すべきものは死に絶えた」と言明しま

した。 

 マンハッタン計画の軍側首脳たちが主張したかっ

たことは、原爆放射線による被曝被害は、核爆発時に

放射されるガンマ線・中性子線による高線量被曝被害

だけで、残留放射能による低線量被曝被害はなかった、

ということです。 

 このマンハッタン計画首脳の見解は、その後アメリカ政府、日本政府の公式見解と

なりました。 

 しかし広島に生まれ、広島に育った私たちは、広島原爆で拡散した放射性物質（「死

の灰」）で、極低いレベルでも、放射線被曝被害が存在したことを、身をもって体験し

ています。マンハッタン計画首脳の声明は有り体にいえばウソだったのです。 

 広島では、戦後「核兵器は悪だが、核の平和利用はいいことだ」とする言説が幅広

く流布しました。あるいは日本全国でも流布したのかもしれません。言い換えれば「核

兵器は悪だが原発は善」とする議論です。今でも幅広く広島の地で定着しています。 

 よく考えればおかしなことです。確かに原発には熱線も、ショックウエーブもあり

ません。しかし放射線被曝被害、特に低線量放射線被曝被害をもたらすという点では、

核兵器と原発は全く同じものです。 

 広島原爆では多くの被曝者を生み出しました。福島原発事故でも多くの被曝者を生

みだしています。もうこれ以上放射線被曝者を生みだしてはなりません。放射線被曝

の恐ろしさを身をもって体験している私たち広島の人間が「核兵器反対」の先頭に立

つと共に「原発反対」の先頭に立たなければなりません。 

 これが「核兵器反対なら原発反対は当然」のテーマの意義です。 
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